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会場にはスーツや袴、振り袖姿の新成人が集まり、華や
かな雰囲気に包まれました。

平成26年 成人式

た
っ
こ
王
子

たっこにんにく
イメージキャラクター
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今月の話題　

平
成
26
年 

成
人
式

感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
大
人
の
一
歩

　

１
月
12
日
、
中
央
公
民
館
を

会
場
に
平
成
26
年
田
子
町
成
人

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

対
象
者
67
名
の
う
ち
50
名
が
出

席
。
友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
喜
び
、
近
況
報
告
や
写
真

撮
影
を
す
る
新
成
人
で
会
場
は

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
笠
原
聖
祥
さ

ん
（
南
側
）
と
山
本
真
衣
さ
ん

（
根
渡
）
に
よ
る
発
声
に
続
い

て
、
新
成
人
全
員
で
町
民
憲
章

の
唱
和
を
し
た
後
、
山
本
晴
貴

さ
ん
（
下
本
町
）
が
「
本
日
感

じ
た
思
い
を
胸
に
刻
む
と
と
も

に
、
社
会
に
対
し
て
責
任
の
持

て
る
成
人
に
な
り
、
明
る
い
未

来
の
た
め
に
努
力
し
続
け
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
、
新
成
人

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
新
成
人
の
有

志
で
組
織
さ
れ
た
成
人
式
実
行

委
員
会
（
山
市
祐
太
実
行
委
員

長
）
が
主
体
と
な
り
、
約
１
カ

月
か
け
て
準
備
し
た
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
ら
は
恩
師
や
同
級
生
と

の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、

中
学
時
代
の
映
像
が
上
映
さ
れ

る
と
、
幼
い
自
分
の
姿
に
昔
を

懐
か
し
み
、
会
場
に
は
笑
顔
が

あ
ふ
れ
ま
し
た
。
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　トピックス

平
成
25
年
中
に「
田
子
町
」に
対
し
て

寄
附（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
さ
れ
た
方

（
田
子
町
外
在
住
者
の
う
ち
、
承
諾
を
い

た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

◎
笹
森
亮
司
（
風
張
）
▽
茨
城
県
牛
久
市

◎
種
市
真
紀
子　

◇
２
万
円

◎
稲
垣　

隆　

▽
東
京
都
北
区

◎
原　

昭
男
（
道
前
）　

◇
２
万
円

◎
近
田
雄
一
（
住
登
外
）

　

▽
青
森
県
八
戸
市　

◇
10
万
円

◎
久
保
玄
次
（
風
張
）

◎
工
藤　

勝

　

▽
青
森
県
八
戸
市　

◇
１
万
円

◎
熊
野
雄
平　

▽
青
森
県
八
戸
市

◎
近
田
昭
雄

◎
倉
橋
清
文　

▽
東
京
都
町
田
市

◎
酒
井
輝
彦　

▽
青
森
県
八
戸
市

◎
花
木
脩
人
（
矢
田
郎
）

◎
大
久
保　

徹　

▽
青
森
県
八
戸
市

◎
相
野
勝
美

◎
髙
橋
義
紀

◎
柴
田
徳
一
（
関
）

　
※
順
不
同
（
敬
称
略
）　

　

◎
氏
名
（
出
身
集
落
）
▽
住
所
◇
寄
附
金

「
田
子
町
」
を
ご
支
援
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
役
場
税
務
課
税
務
グ
ル
ー
プ

☎
20
‐
７
１
１
２

●
お
礼
と
報
告

　

昨
年
行
わ
れ
た
「
町
長
と
町
民
と

の
対
話
集
会
」
及
び
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
訪
問
活
動
」
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
下

記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
町
長
と
町
民
と
の
対
話
集
会
に

つ
い
て
】

　

平
成
25
年
５
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
計
９
回
、「
町
長
と
町
民
と
の
対

話
集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
町
民
の
方
々
の
ご
参
加
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
対
話

集
会
で
は
、
お
よ
そ
１
０
０
項
目
に

の
ぼ
る
、
提
言
、
意
見
、
要
望
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
個
人
的
事
項
は
除
き
、
自

治
会
等
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
行
政

に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
つ

い
て
、
今
後
検
討
し
な
が
ら
順
次
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
訪
問
活
動

に
つ
い
て
】

　

平
成
25
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
地
域
担
当
職
員
が
町
内
全
世
帯

を
訪
ね
て
訪
問
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
複
数
回
お
訪
ね
し
て
も
ご
不

在
の
ご
家
庭
に
は
「
ご
不
在
連
絡
票
」

を
置
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
出

さ
れ
ま
し
た
意
見
、
要
望
等
に
つ
い

て
は
、
自
治
会
ご
と
に
と
り
ま
と
め

て
各
自
治
会
長
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
各
自
治
会
に
お
か

れ
て
は
、
こ
の
意
見
、
要
望
の
う
ち

個
人
的
な
事
項
は
除
き
、「
①
そ
の

必
要
性
・
重
要
度
・
緊
急
性
」「
②

自
治
会
・
町
内
会
内
の
会
員
相
互
で

対
応
で
き
る
も
の
」「
③
町
行
政
と

自
治
会
・
町
内
会
が
協
働
で
実
施
す

べ
き
も
の
」「
④
町
行
政
で
行
う
べ

き
こ
と
」
に
区
分
し
た
上
で
、
③
④

の
う
ち
必
要
な
も
の
を
「
要
望
書
」

と
し
て
町
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。
町
で

は
、
そ
れ
を
受
け
て
対
応
を
検
討
し

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
問
役
場
政
策
推
進
課

☎
20
‐
７
１
２
７

（上）新田地区の様子　（下）長坂地区の様子
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交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
三
戸
地
区
交
通
指
導
隊
田
子

支
隊
（
萩
原
則
好
支
隊
長
）

　

積
極
的
な
交
通
指
導
活
動
を

行
っ
た
功
労

▽
新
田
自
治
会（

畠
山
嘉
昭
会
長
）

　

警
察
官
友
の
会
と
連
携
し
て

警
察
活
動
を
支
援
し
た
功
労

▽
笹
森
隆
志
（
77
・
上
風
張
）

　

警
察
官
友
の
会
と
連
携
し
て

警
察
活
動
を
支
援
し
た
功
労

▽
山
本
泰
造
（
79
・
下
田
子
）

　

田
子
・
上
郷
警
察
官
駐
在
所

連
絡
協
議
会
会
長
と
し
て
田
子

及
び
上
郷
警
察
官
駐
在
所
の
活

動
に
協
力
し
た
功
労

フ
ッ
ト
サ
ル
で

家
族
の
交
流

　

１
月
26
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
ス
ポ
ネ
ッ

ト
た
っ
こ
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ス
ポ
ネ
ッ
ト
た
っ
こ
（
井
畑
博

明
会
長
）
の
主
催
に
よ
る
も
の

で
、
冬
場
の
運
動
不
足
解
消
と

し
た
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｉ
Ｘ
の
部
で
は

「
ス
ー
パ
ー
ノ
ヴ
ァ
」
チ
ー
ム

が
優
勝
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
小
島

寛
崇
さ
ん
は
「
昨
年
は
準
優
勝

で
し
た
が
、
今
年
は
つ
い
に
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
試
合
を
通
じ
て
の
失
点
も
１

点
だ
け
で
、
子
ど
も
た
ち
と
大

人
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
か
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
試
合
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
ボ
ー

ル
を
扱
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
上
達

を
実
感
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
大
会
で
も
、

今
日
の
よ
う
に
笑
顔
で
元
気
に

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
ほ
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
」
と
、
優
勝

の
喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
一
般
の
部　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
家
族
の
交

流
を
目
的
と
し
、
今
年
で
３
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

試
合
で
は
高
校
生
以
上
に
よ

る
一
般
の
部
と
、
中
学
生
以
下

と
一
般
の
合
同
に
よ
る
Ｍ
Ｉ
Ｘ

の
部
が
あ
り
、
一
般
の
部
に
は

９
チ
ー
ム
が
、
Ｍ
Ｉ
Ｘ
の
部
に

は
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
元
気

よ
く
プ
レ
ー
し
て
優
勝
を
目
指

し
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
で
は
「
の
ば
っ
ち

Ｆ
Ｃ
」
チ
ー
ム
が
優
勝
。
キ
ャ

プ
テ
ン
の
野
端
祥
生
さ
ん
は「
小

学
校
の
頃
か
ら
一
緒
に
サ
ッ
カ

ー
を
し
て
い
た
同
級
生
と
、
高

校
の
先
輩
を
メ
ン
バ
ー
に
参
加

し
ま
し
た
。
部
活
動
を
引
退
し

て
い
る
高
校
３
年
生
が
多
く
、

勝
て
る
か
少
し
不
安
で
し
た
が

優
勝
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

最
高
の
気
分
で
す
」
と
述
べ
ま

１
位　

の
ば
っ
ち
Ｆ
Ｃ

２
位　

暦
の
上
で
は
デ
ィ
ッ
セ

ン
ボ
ル
バ
ー

３
位　

田
子
高
校

３
位　

Ｆ
Ｃ
田
子
フ
ァ
イ
ツ
保

護
者
会

◎
Ｍ
Ｉ
Ｘ
の
部

１
位　

ス
ー
パ
ー
ノ
ヴ
ァ

２
位　

Ｆ
Ｃ
パ
ル
セ
ロ
ナ

３
位　

Ｂ
Ｃ
ミ
ラ
ン

目
指
せ
自
己
新
記
録
！

　

１
月
28
日
、
創
遊
村
２
２
９

ス
キ
ー
ラ
ン
ド
で
第
35
回
田
子

町
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町
教
育
委

員
会
と
教
育
振
興
会
の
主
催
に

よ
る
も
の
で
、
町
内
の
小
中
学

校
か
ら
約
70
名
の
選
手
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

小
学
校
の
部
で
は
、
１
年
生

警
察
活
動
へ
の
協
力
に

感
謝
状

　

１
月
22
日
、
三
戸
町
住
谷
野

で
平
成
25
年
警
察
協
力
者
感
謝

状
贈
呈
式
及
び
優
良
警
察
職
員

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
か
ら
２

団
体
と
２
名
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
中

に
地
域
防
犯
や
交
通
安
全
な
ど
、

警
察
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し

た
方
々
に
対
し
三
戸
警
察
署
か

ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
三
戸
警
察
署

の
成
田
裕
之
署
長
が
「
警
察
業

務
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度

は
防
犯
指
導
隊
と
協
力
し
、
管

内
の
農
作
物
の
盗
難
を
ゼ
ロ
に

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
交
通
で

は
昭
和
51
年
以
降
で
交
通
事
故

が
一
番
少
な
く
、
こ
れ
か
ら
も感謝状を受けとる畠山自治会長

選手宣誓をする工藤陸選手

ゴールめがけてドリブル！

ゴール目指し力強く坂を上る生徒

トピックス　
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　トピックス

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
消
防
団

に
関
す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い

て
町
長
と
話
し
合
い
、
消
防
団

員
の
服
務
待
遇
及
び
消
防
施
設

の
改
善
、
そ
の
他
消
防
に
関
し

て
町
議
会
に
申
し
立
て
を
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
さ
ん
は
就
任
に
際
し

「
消
防
は
自
ら
が
火
災
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
常
に
議
会
で

も
呼
び
か
け
、
楽
し
く
み
ん
な

で
声
を
か
け
あ
い
、
火
災
に
強

い
町
に
な
る
よ
う
に
、
今
年
は

昨
年
よ
り
も
多
く
呼
び
か
け
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
述

べ
ま
し
た
。

　

任
期
は
２
年
間
で
、
平
成
28

年
１
月
27
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

新
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り

イ
キ
イ
キ
と
意
見
交
換

　

２
月
４
日
、
役
場
で
田
子
地

区
Ｖ
ｉ
Ｃ
（
ビ
ッ
ク
）・
ウ
ー

マ
ン
（
市
村
文
子
代
表
）
の
主

催
に
よ
り
第
６
回
新
春
町
長
と

語
る
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ
ン
と
は
、

V
illage C

onductor of 
w

om
an

の
略
称
で
、
地
域
の

農
林
水
産
業
と
く
ら
し
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
指
揮
す
る
女

き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
希
望
と
し
て
、
田
子
町

お
も
て
な
し
隊
を
結
成
し
、
町

を
訪
れ
る
方
々
を
お
も
て
な
し

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

述
べ
、
七
日
市
さ
ん
は
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
向
け
て
「
優
秀
な

先
輩
方
を
見
習
い
、
自
分
に
何

が
で
き
る
か
考
え
な
が
ら
、
頑

張
り
ま
す
」
と
、
意
気
込
み
を

述
べ
ま
し
た
。

故
山
崎
喜
三
郎
さ
ん
に

旭
日
単
光
章

　

２
月
10
日
、
元
田
子
町
議
会

議
員
の
故
山
崎
喜
三
郎
さ
ん
に
、

山
本
町
長
か
ら
旭
日
単
光
章
が

伝
達
さ
れ
、
長
男
の
喜
章
さ
ん

が
受
領
し
ま
し
た
。
山
本
町
長

は
「
町
議
会
議
員
と
し
て
、
長

性
リ
ー
ダ
ー
の
こ
と
で
あ
り
、

田
子
町
で
は
５
名
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
「
人
は
イ
キ
イ
キ
・

野
菜
も
活
き
活
き　

田
子
町
」

と
テ
ー
マ
を
定
め
、
昨
年
度
の

活
動
状
況
の
報
告
や
、
に
ん
に

く
か
か
し
で
の
町
お
こ
し
、
障

害
者
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
山
本

町
長
ら
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
平
成
７
年
度

か
ら
18
年
間
、
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー

マ
ン
と
し
て
活
動
を
続
け
て
き

た
宇
藤
安
貴
子
さ
ん
（
65
・
宮

野
）
が
退
任
し
、
新
し
く
七
日

市
文
子
さ
ん
（
53
・
七
日
市
）

が
就
任
し
ま
し
た
。
宇
藤
さ
ん

は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返

り
「
長
年
、
Ｖ
ｉ
Ｃ
・
ウ
ー
マ

ン
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ

き
に
わ
た
り
町
の
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
山
崎
さ
ん
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
」
と
述
べ
、
故
人
の

功
績
を
讃
え
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
は
、
平
成
７
年
に

初
当
選
し
て
か
ら
３
期
12
年
に

わ
た
り
田
子
町
議
会
議
員
を
務

め
、
そ
の
間
、
議
会
運
営
委
員

会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
議

会
の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

【
山
崎
喜
三
郎
さ
ん
】　

　

昭
和
11
年
生
ま
れ

　

田
子
町
議
会
議
員
在
任
３
期

12
年
（
平
成
７
年
初
当
選
）

  

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、

総
務
、
教
育
・
民
生
、
経
済
・

建
設
各
常
任
委
員
会
副
委
員

長
、
消
防
委
員
等
歴
任

　

元
田
子
町
役
場
職
員
（
参
事
）

か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童
が
学

年
男
女
別
に
大
回
転
競
技
に
、

中
学
校
の
部
で
は
男
女
別
に
大

回
転
競
技
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
競
技
に
挑
戦
。
出
場
し
た
選

手
は
、
当
日
の
悪
天
候
に
も
め

げ
ず
自
己
記
録
更
新
と
ト
ッ
プ

タ
イ
ム
を
目
指
し
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
ま

し
た
。

消
防
委
員
会
委
員
に

千
葉
さ
ん
が
就
任

　

１
月
30
日
、
役
場
で
消
防
委

員
会
委
員
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
、
町
議
会
議
員
の
千
葉
健
一

郎
さ
ん
（
60
・
清
水
頭
）
に
山

本
晴
美
町
長
か
ら
辞
令
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
委
員
会
委
員
は
、
消
防

組
織
の
強
化
や
統
制
の
確
保
、

消
防
行
政
の
円
滑
な
運
営
を
図

活発な意見交換が交わされた語る会

受領した喜章さん（右）と奥様の順子さん（左）

参加者全員で記念撮影

辞令を受けとる千葉さん
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０－７０７０）
　または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

田子町文化賞・スポーツ賞受賞者
　１月30日に中央公民館において、平成25年度田子
町文化賞・スポーツ賞の審査会が開催され、文化賞
部門は３団体と19個人に、スポーツ賞部門は３団体
と20個人の受賞が決定されました。文化賞部門では、
文化功労賞に佐藤善太郎さん、文化奨励賞に田子高
等学校郷土芸能部が受賞されました。
　スポーツ賞部門では、
スポーツ大賞に佐藤謙次
さん（弘前工・バレーボ
ール競技）、山本詢子さん

（田子高・弓道競技）、ス
ポーツ特別賞に山市大悟
さん（田子中・相撲競技）
が受賞されました。
　表彰式は、２月20日に
中央公民館で行いました。
　受賞者は次のとおりで
す。
●文化賞部門
▽文化功労賞
　佐藤善太郎
▽文化奨励賞（団体）
　県立田子高等学校郷土芸能部
▽児童生徒文化奨励賞（団体）
　町立田子小学校　町立上郷小学校
▽児童生徒文化奨励賞（個人）
　堀井玲弥（田子小２）　原田優貴奈（田子小２）
　三浦愛生（田子小２）　川上菜央（田子小２）
　坂本優稀（田子小２）　石橋　咲（田子小２）
　石井凌也（田子小３）　佐野龍志（田子小３）
　櫻井紅葉（田子小３）　　白板広大（田子小６）
　大久保瑠七（清水頭小３）出井千嵯（清水頭小５）
　山市敦也（清水頭小６）　山市育美（清水頭小６）
　古舘美優（上郷小２）　荒木田知広（上郷小５）
　藤村千里（上郷小６）　森崎祐司郎（田子中３）
　袖村侑貴（田子中３）
●スポーツ賞部門
▽スポーツ大賞（個人）
　佐藤謙次（弘前工２）　山本詢子（田子高３）
▽スポーツ賞（団体）
　田子高校弓道部男子　田子高校弓道部女子
▽スポーツ賞（個人）
　古田匡史（八戸西２）伏葉和也（田子高３）
▽スポーツ奨励賞（団体）
　田子小スポーツ少年団相撲部

▽スポーツ奨励賞（個人）
　中平賢郷（田子中３）　小原　潤（田子中１）
　松本周光（田子小１）　吉田陽菜（田子小４）
　谷内勝哉　（田子小５）　戸田若菜（田子小５）
　山市紗友理（田子小６）　大森里美（田子小６）　
　澤口仁誉（上郷小４）
▽スポーツ特別賞（個人）
　山市大悟（田子中３）
※ 表彰基準が、前年の１月１日～12月31日となるた
め所属が異なる場合があります。

青森県民駅伝競走大会田子町実行委員会
駅伝冬期練習会
　２月15日から３月
末まで、田子町農業
者トレーニングセン
ターを主会場に、青
森県民駅伝競走大会
田子町実行委員会に
よる、駅伝冬期練習
会を開催しています。
　町内の小学生から高校生を対象に第23回大会に向
けての選手選考を兼ねて、冬期間の継続的なトレー
ニングを目的に行っています。
　春のシーズンに向けた体力の維持向上と、選手の
目標に向けた意識向上を狙い、２月中は筋力トレー
ニングを中心に、その後は、ランニングを中心に練
習します。練習場所も砂浜等を活用して、心肺機能

の強化も行います。
　運動の基本となる

“走る”を通して、心
身ともに健康でたく
ましい子どもを育成
します。　

みんなでチャレンジ  公民館講座のお知らせ
●郷土料理講座を開催予定
　３回の予定で第１回目は２月26日です。
●上郷公民館講座『さき織り講座』を予定しており

ます
『初心者大歓迎』
　ただいま、受講生募集中
です。お友達を誘い合わせ
てお気軽にご参加ください。
　詳細はチラシ、TCV 等を
ご覧ください。

水曜わんぱくじゅく
「雪あそび」の様子

スポーツ大賞を受賞した
佐藤さん（上）、山本さん（下）
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●健康
▽ちょっと具合のよくないときの

ごはん／498イ
●お菓子作り・料理、園芸、手芸
▽生地を冷凍しておけるかんたん

焼き菓子レシピ／596ニ
▽農家が教える至福の漬物／596

ノ
▽暮らしと台所の歳時記／山本ふ

みこ／596ヤ
▽ベニシアの庭づくり／617ス
▽おしゃれで楽しいかごとバッグ

／754マ

●歴史・時代小説
▽秋螢／立場茶屋おりき５／今井

絵美子／913イ
▽忘れ雪／立場茶屋おりき６／今

井絵美子／913イ
▽雨の底／慶次郎縁側日記15 ／北

原亞以子／913キ
▽空蝉ノ念／居眠り磐音江戸双紙

45 ／佐伯泰英／913サ
▽ジョン・マン４／青雲編／山本

一力／913ヤ
▽おとぎ菓子／料理人季蔵捕物控

７／和田はつ子／913ワ
▽へっつい飯／料理人季蔵捕物控

８／和田はつ子／913ワ

●ミステリー・警察小説
▽北軽井沢に消えた女／西村京太

郎／913ニ
▽ビブリア古書堂の事件手帖５／

三上延／913ミ
▽ペテロの葬列／宮部みゆき／

913ミ

●そのほかの小説など
▽恋歌／朝井まかて／913ア
▽よろず占い処陰陽屋あらしの予

感／天野頌子／913ア
▽穴／小山田浩子／913オ
▽怪談を書く怪談／加門七海／

913カ
▽漂えど沈まず／新・病葉流れて

３／白川道／913シ
▽ポースケ／津村記久子／913ツ
▽ズッコケ中年三人組 age48/ 那

須正幹／913ナ

●エッセイ、手記など
▽人に強くなる極意／佐藤優／

159サ
▽東京プカプカ／中野翠／914ナ
▽おとこのるつぼ／群ようこ／

914ム

▼期間
　３月28日（金）〜５月31日（土）

▼対象
　子どもから大人まで、すべての

図書館利用者
▼内容
　期間中に図書館の本
を１冊借りると、台紙
にスタンプを１つ押し
ます。スタンプを30
個集めると、その場で
粗品をプレゼントしま
す。昨年度の参加者は
延べ131名でした。ご
家族みなさんで挑戦し
てみませんか？

図書館情報

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・
第
４
木

曜
日
（
館
内
整
理
日
）

田
子
町
立
図
書
館 

☎
20
‐
７
２
２
１

３
月
の
図
書
館
行
事

▼
３
／
５
（
水
）
午
前
10
時

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら
ぎ
の
郷

▼
３
／
８
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

「
遊
べ
る
お
り
が
み
」
作
り

▼
３
／
22
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

「
動
物
の
お
り
が
み
」
作
り ▼色の濃い日が休館日です。

楽しみながら本を読もう！
「春の読書スタンプラリー」 　

●「にんにくの本」特集
　図書館にある約60冊の「にんに
く」に関する本を展示・貸出しま
す。にんにくは様々な効能がある健
康食品です。暖かい春はもうすぐ。
図書館の本を参考に、田子町のにん
にくを調理して食べ、この時期を健
康に過ごしましょう。

○毎日ひとかけでパ
ワーチャージ！に
んにくスーパーレ
シピ

○にんにく・しょう
が・ねぎ・とうが
らしの薬膳レシピ

○からだが元気にな
るにんにくレシピ

○パワー野菜！にんにく＆たまねぎ
の底力

○にんにく × とうがらし × ケンタ
ロウ

○にんにくの絵本
○おいしいにんにく料理

本を読んでスタンプを集めよう！

●「春の読書スタンプラリー」
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お知らせ　

■  「三八地域男女共同参画ネットワーク（仮称）」
　の加入者を募集します！
　地域の男女共同参画を推進するため、「三八地域男
女共同参画ネットワーク（仮称）」が設立されます。
　農業、まちづくり、子育てなど、様々な分野で活動
する皆さまがネットワークでつながり、男女共同参画
の推進に向けて県や市町村と一体となって取り組むこ
と、また、それぞれの活動に男女共同参画の視点を取
り入れていただくことにより、「男女がともに　わか
ち合い　ささえ合う」社会をめざすものです。
　ネットワークの取り組みについて、地域の皆様に広
くご理解、ご協力いただくための説明会が開催されま
すので、ふるってご参加ください。
　なお、ネットワーク加入のご希望、説明会のお申込
など、詳しくは下記までお問い合わせください。
▼日時　３月18日（火）午後１時30分～午後３時30分
▼会場　八戸市庁別館２階会議室Ｃ
▼対象　三八地域（八戸市、三戸町、五戸町、田子町、
南部町、階上町、新郷村）の団体、個人

問役場総務課財政行革グループ ☎３２−３１１１

■  平成26年度青森県交通災害共済加入者募集
　自動車、バイク、自転車など「道路交通による事故」
が対象です。
※歩行中、車を避けようとして転倒したケガも対象に
なります。
▼会費　年間350円
▼共済期間　平成26年４月１日～平成27年３月31日
▼給付金　ケガ２万円～15万円　死亡100万円
▼申込　平成26年２月下旬から
▼期限　平成26年３月末日まで（途中加入も随時受付
します）
　各地域の係の方が皆様のお宅を訪問いたします。ご
家族揃って加入しましょう。

問役場住民課住民環境グループ ☎２０−７１１３

■  田子町若者定住促進住宅等入居支援事業
　町では、定住人口の増加と地域活性化のため、田子
町に転入する若者世帯の人、または田子町に住所があ
り、婚姻により夫婦世帯となる人が、田子町若者定住
促進住宅及び民間賃貸住宅に入居した場合、家賃の一
部を助成します。
▼内容
１．助成対象者
Ａ．田子町に新たに住所を有する若者世帯の人
Ｂ．田子町に住所があり婚姻により夫婦世帯となる人
※Ａ・Ｂで、若者世帯とは、世帯主となる人が18歳

以上39歳までの単身及び夫婦世帯（配偶者（婚姻の
届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある
人、その他婚姻の予定者含む）がいる人、もしくは
扶養する同居親族として学齢に達しない人、小学校、
中学校、高等学校の児童生徒及びこれらに準ずる人
がいる人）のことです。

Ｃ．Ｕ・Ｉターン世帯（世帯主が50歳以下であること）
【以下の要件を全て満たすこと】
　①田子町に３年以上継続して定住する意志のある人
　②独立生計を営み、家賃を支払う能力がある人
　③公租公課を滞納していない人
　④暴力団員でない人
　⑤公務員でない人

２．助成金の額
　月額２万円（ただし、家賃の額
が２万円を下回るときは、その家
賃の額）
３．助成金の交付期間
　３年間（36カ月）

問役場住民課住民環境グループ
　☎２０－７１１３　FAX ３２－４２９４

■  田子町定住化雇用促進事業
　町では、定住人口の増加と地域活性化のため、新規
卒業者、町外在往者及び専業後継者となる
人を、町内事業者が正規雇用した場合、事
業者に雇用奨励金を交付します。
▼内容
１．対象事業者
　次に掲げるすべての要件を満たす事業者です。
⑴ 田子町に事業所を有する法人事業者（行政機関を除
く）または個人事業者
⑵ 新規卒業者、町外在住者及び専業後継者で田子町に
住所がある人を、１年以上雇用することにより雇用者
が増員（定年退職等による補充雇用を含む）となる事
業者
※新規卒業者とは、田子町に住所があり（学業の事情

による転出者含む）、中学校、高等学校、専門学校、
短期大学、大学及びこれに準ずるものを卒業し１年
未満の人、または卒業後３年以内で正規雇用された
事のない人です。

※専業後継者とは、商工業及び農業者の後継者で年間
の従事日数が３分の２以上の人のことです。

２．奨励金の額　雇用者一人当たり年額20万円

３．奨励金の交付期間　３年間

問役場住民課住民環境グループ
　☎２０－７１１３　FAX ３２－４２９４
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　お知らせ

■  除雪作業にご協力を！
　町は、バス路線や幹線道路、通学路などの主要路線
を優先し、順次に除雪を行います。
　除雪作業をスムーズに行うため、
ご理解とご協力をお願いします。
◎玄関先や車庫の前に寄せられた雪
まで取り除くのは困難ですので、各家庭で除雪してく
ださるようお願いします。
◎降雪中の作業のため視界も悪く危険ですので、路上
駐車は絶対にしないでください。
　特にサンモール住宅内、町営住宅内の道路はご注意
ください。
◎公共施設等駐車場への深夜、早朝の駐車もしないで
ください。
　特にトレセン、タプコピアンプラザ、サンモール、
町立田子診療所の各駐車場
◎車の運転の際は、間隔を十分にとって最徐行し、歩
行者は絶対に除雪車に近寄らないでください。
◎道路に張り出している枝や、道路ぎわの障害物は、
支障のないところに寄せてくださるようお願いしま
す。
◎朝の通勤、通学のため主に深夜、早朝の除雪車のエ
ンジン音や振動などでご迷惑をお掛けします。
◎流雪溝や用排水路へ雪を捨てる際には十分注意して
ください。
　一斉に投雪しますと、あふれたり凍結して下流の住
民に迷惑がかかります。地域で話し合い、時間差で処
理してください。

問田子町役場 ☎３２－３１１１（代表）
問役場建設課建設グループ ☎２０－７１１７

■  配食サービス事業のお知らせ
　町では食事作りが困難な高齢者等に対して、バラン
スのとれた昼食を宅配し、安否確認を
行う事業を実施しています。
▼対象者
　概ね65歳以上の単身世帯や高齢者のみの世帯。
　身体障害者等で調理が困難な方
※家族と同居している方は対象になりませんが、同居
者が仕事等の理由で長期間お一人になる人については
ご相談に応じます。
▼実施日
　年末年始の休業日を除く月曜日から土曜日の週６日
▼費用等　１日１食（昼食）500円

▼申込・問い合わせ先
　役場健康増進課（せせらぎの郷内）☎２０－７１００

■  過去２年間に国民年金保険料の未納期間が
　ある方へ〜国民年金保険料の免除申請がで
　きる対象期間が拡大されます〜
　国民年金は、所得が少ないときや失業等により保険
料を納付することが経済的に困難な場合、保険料の免
除申請をすることができます。
　平成26年４月からは、申請時点の２年１カ月前の月
分まで免除申請ができるようになります。
▼申請方法
　役場住民課福祉グループ、または八戸年金事務所に
申請してください。
　必要な添付書類など、詳しくは下記までお問い合わ
せください。
※申請期間に対応する所得の審査を行いますので、免
除が承認されない場合があります。

問役場住民課福祉グループ☎２０−７１１９
問八戸年金事務所☎０１７８−４３−７３６８

■  平成26年度介護予防教室参加者募集
★生きがい倶楽部
　脳トレーニング、手工芸、軽体操、ゲーム、外出な
どを通じて仲間と楽しく交流し、介護予防に取り組み
ます。
▼期間　通年　毎週１回　午前10時～午後２時
▼場所　せせらぎの郷（月）　上郷公民館（金）
▼対象者
　概ね60歳以上で、要介護認定を受けていない方
※ 自分で車の乗り降りができる方に限ります

★認知症予防教室
　脳の健康状態をチェックし、認知機能訓練を目的に
レクリエーションや様々な課題などを実施し、認知症
予防に取り組みます。
▼期間
　通年　毎週１回（金）午後１時30分～午後３時30分
▼場所　せせらぎの郷
▼対象者
　概ね65歳以上で、認知症の予防に関心がある方

▼申込・問い合わせ先
　役場健康増進課（せせらぎの郷内）
　☎２０－７１００

■  合併処理浄化槽設置費用の補助について
　合併処理浄化槽設置費用の補助金の交付限度額につ
いては従来どおりです。

人槽区分 交付限度額
５人槽 ３５２，０００円

７人槽 ４４１，０００円

１０人槽 ５８８，０００円

問役場住民課住民環境グループ　☎２０－７１１３
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●3月3日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月4日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:00〜3:00
●3月5日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●3月6日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
　冬の健康教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月7日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●3月10日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月11日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:00〜3:00
●3月12日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00〜10:30
●3月13日（木）
　冬の健康教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月14日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30

●3月17日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月18日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:00〜3:00
●3月19日（水）
　こども健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●3月20日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
　冬の健康教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月24日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月25日（火）
　介護予防教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後3:00
●3月26日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00〜10:30
●3月27日（木）
　冬の健康教室
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●3月28日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
　なるほど500kcal 教室
　（せせらぎの郷）午前11:00〜午後1:00

3月の主な保健・介護予防事業予定表

誕生

●工藤友
ゆ り あ

凜愛（修・雅美）／西舘野
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●髙沢キヌ（81歳）雀ヶ平
●遠沢新藏（88歳）池振
●春山ヨシ（81歳）矢田郎
●山市なみ（87歳）干草場
●山本キクエ（87歳）西舘野
●中村こま（90歳）夏坂
●加藤俊彌（83歳）風張
●柳田慶一（66歳）雀ヶ平
●日向れん（83歳）中本町
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
26
年
１
月
31
日
現
在

世帯数／2234（−４）
人口／6304（−13）
男／3017（−４）
女／3287（−９）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
『
冬
期
間
の
火
の
取
扱
い
・

事
故
に
注
意
』

　

寒
さ
が
厳
し
く
、
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
こ
の
時
季
、「
ち

ょ
っ
と
し
た
不
注
意
」
に
よ
る

火
災
や
、
不
慮
の
事
故
を
防
ぐ

た
め
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給

油
す
る
際
は
「
必
ず
消
火
」
し

て
か
ら
行
い
、
お
出
か
け
の
際

は
「
火
の
元
を
点
検
」
す
る
。

◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
長
時
間
使

用
す
る
際
は
、
時
々
「
換
気
」

し
て
、
部
屋
の
空
気
を
入
れ
替

え
る
。

◎
落
雪
に
よ
る
煙
突
の
破
損
や
、

Ｆ
Ｆ
式
排
気
管
の
埋
も
れ
な
ど

が
な
い
か
時
々
「
点
検
」
す
る
。

◎
積
雪
が
多
い
場
合
は
、
出
入

口
の
周
囲
を
除
雪
し
、「
避
難

口
を
確
保
」
す
る
。

◎
路
面
が
「
凍
結
し
、
滑
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
」
の
で
、
転

倒
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

◎
屋
根
か
ら
雪
や
氷
柱
が
落
ち

て
く
る
の
で
、「
軒
下
に
は
近

づ
か
な
い
」
よ
う
に
す
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
高
齢
者
講
習
の
早
期
受
講
に

つ
い
て

　

70
歳
以
上
の
方
が
運
転
免
許

証
を
更
新
す
る
場
合
は
、
あ
ら

か
じ
め
高
齢
者
講
習
の
受
講
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
75
歳
以
上
の
方
は
高

齢
者
講
習
の
前
に
講
習
予
備
検

査
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
必
要
な
方

は
、
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限

の
約
６
カ
月
前
に

運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
か
ら
「
高
齢
者

講
習
通
知
書
」
が

発
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

記
載
さ
れ
て
い
る
教
習
所
の
中

か
ら
希
望
の
教
習
所
を
選
ん
で

早
め
に
予
約
の
う
え
高
齢
者
講

習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者
講
習
を
終
了

す
る
と
「
高
齢
者
講
習
終
了
証

明
書
」
が
交
付
さ
れ
、
免
許
証

の
更
新
手
続
き
の
際
に
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
紛
失
し
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

県
警
察
本
部
運
転
免
許
課
講
習

係
☎
０
１
７
‐
７
８
２
‐
０
０

８
１
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　
◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

健康・介護に関するご相談は
せせらぎの郷へ ☎20-7100
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●
球
技
大
会　

12
月
20
日
（
金
）

　

今
年
度
の
球
技
大
会
は
、
授

業
時
数
確
保
の
観
点
か
ら
、
開

会
式
を
前
日
19
日
の
６
校
時
終

了
後
に
行
い
、
競
技
を
20
日
の

午
前
中
に
行
う
と
い
う
形
態
で

の
実
施
と
な
り
、
卓
球
や
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
ク
ラ
ス
対
抗
戦
と

男
女
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

試
合
を
行
い
ま
し
た
。
各
競
技

に
は
生
徒
だ
け
で
は
な
く
、
教

員
も
参
加
し
て
、
珍
プ
レ
ー
？

で
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
事
は
１
・
２
年
の

新
生
徒
会
役
員
が
企
画
運
営
に

活
躍
。
試
合
の
組
み
合
わ
せ
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
等
の
準
備
で

放
課
後
遅
く
ま
で
生
徒
会
室
に

明
か
り
が
灯
っ
て
い
ま
し
た
。

●
中
高
一
貫
教
育
改
善
充
実
会

議　

12
月
25
日
（
水
）

　

今
年
度
の
田
子
地
域
中
高
一

貫
教
育
の
成
果
を
発
表
す
る
改

善
充
実
会
議
が
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ス
タ

ー
ト
し
て
か
ら
今
年
で
13
年
目

に
な
り
ま
す
が
、
新
た
に
始
め

た
取
り
組
み
や
今
年
度
の
成
果

と
課
題
が
報
告
さ
れ
、
参
加
し

た
教
育
関
係
者
等
か
ら
貴
重
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
高
等
学
校
）

編
集
後
記

　

１
月
12
日
に
は
成
人
式
が
あ
り
ま
し

た
。
式
典
の
後
に
は
、
新
成
人
の
有
志

で
組
織
さ
れ
た
「
成
人
式
実
行
委
員
会
」

が
企
画
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
携
わ
っ

た
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た

新
成
人
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

成
人
式
実
行
委
員
会
は
、
参
加
者
全

員
が
楽
し
め
る
パ
ー
テ
ィ
ー
に
す
る
た

め
11
月
上
旬
か
ら
活
動
を
は
じ
め
、
仕

事
や
学
校
が
終
わ
っ
た
後
、
十
数
回
に

わ
た
り
中
央
公
民
館
に
集
ま
り
打
合
せ

を
し
て
い
ま
し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
そ
う
に
作
業
や
打
合
せ
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
と
て
も
大
変
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
の
最
後
に
は
成
人
式
実

行
委
員
会
委
員
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。
達
成
感
に
満
ち
た
笑
顔
を

見
て
い
る
と
、
一
生
に
一
度
の
成
人
式

を
、
祝
っ
て
も
ら
う
側
と
運
営
す
る
側

の
両
方
の
立
場
で
経
験
で
き
た
成
人
式

実
行
委
員
会
の
み
な
さ
ん
は
、
誰
よ
り

も
貴
重
な
経
験
が
で
き
た
の
だ
と
、
う

ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

（
広
報
担
当　

清
水
）

学
校
の
話
題
　
田
子
高
等
学
校

　情報スクランブル

す
ぐ
キ
レ
る
男
を
う
ん
と
誉
め
て
お
く 

岩
間
十
三
男

新
年
に
家
族
の
抱
負
語
り
合
う 

　

荷
軽
井
光
生

新
し
い
服
に
外
室
せ
か
さ
れ
る 

久
慈
三
太
（
正
良
）

修
正
写
真
皆
美
男
美
女
に
な
り 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

寒
風
に
め
げ
ず
芽
吹
い
た
猫
柳 

森
田
榮
子

か
こ
忘
れ
新
し
い
今
大
事
に
ね 

中
村
与
志

今
年
も
だ
新
ら
た
な
誓
い
七
草
で 

松
尾
よ
し
夫

鼻
の
穴
の
ぞ
き
こ
ん
で
い
る
ご
ぼ
う 

阿
保
千
枝

生
ま
れ
た
よ
可
愛
い
顔
で
笑
い
が
お 

浅
沼　

裕

行
く
道
に
不
安
を
見
せ
る
新
成
人 

中
村
春
太
（
春
雄
）

生
き
て
い
く
幸
せ
少
し
足
し
な
が
ら 

鳴
滝
笑
美
子

糸
で
ん
わ
ぽ
ん
ぽ
ん
ぽ
ん
と
春
を
き
く 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

え
ん
ぶ
り
の
時
を
体
が
知
っ
て
い
る 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

金
婚
の
笑
顔
新
婚
の
頃
の
ま
ま 

西
村
吐
夢
（
務
）

も
ち
つ
き
が
一
家
ま
と
め
て
丸
く
す
る 

北
村
吾
朗（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳
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◎趣味・特技は？
趣味は海釣りとダーツです。ル
アーフィッシングでアイナメや
ソイといった魚を岸壁から磯ま
で広い範囲で狙います！

ダーツは最近始めたばかりです
が、マイダーツ片手にいたる所
に出没しています。

◎田子町で暮らして感じる良い
ところは？

地域の結びつきが強く、町の
みなさんが明るいところです。
好きな場所は、行くと小さい
時に遊んでいたような懐かし
い気持ちになれる創遊村です。

◎将来の夢や目標は？
マイホームを建てることです。
趣味のダーツがいつでもでき
るように、ダーツマシーンを
置きたいと思っています。

◎町への要望
若者が集まれるような、大き
めの飲食店があればいいなと
思います。

◎ひと言
これからも、田子町のことを
知るために歩き回りますので、
見かけたらぜひ声をかけてく
ださい！

広
報
た
っ
こ
２
０
１
４
年
３
月
号
（
平
成
26
年
２
月
19
日
発
行
）
通
算
第
６
５
２
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.ao

m
o
ri.jp/　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
 takko

-info
@

to
w

n.takko.ao
m

o
ri.jp

［
制

作
印

刷
］

有
限

会
社

 赤
坂

コ
ピ

ー
ラ

イ
ツ

ジ
ム

１月に東京ドー
ム で 行 わ れ た

「ふるさと祭り」
に参加して、田
子町をたくさん
ＰＲしてきたよ
♪

人がすごく多くて、歩いているだけですりおろ
されるかと思ったよ（汗）（文  たっこ王子）

町のみなさんこんにちは
ふるさと祭りに行ってきたよ！

はじめてのハッピーバースデイ
平成25年２月に生まれた満１歳のお友だちです。

●坂下空
く う や

弥ちゃん
Ｈ25.2.19

（西舘野・男の子）
いたずら大好きなくう
ちゃん。お兄ちゃんと
いっぱい遊ぼうね♪

●岡田幸
ゆきむら

村ちゃん
Ｈ25.2.25

（南側・男の子）
みんな、幸村のことが
大好きだよ。これから
も健康で元気に育って
ね。生まれてきてくれ
て、ありがとう。

　教育委員
会では、郷
土の文化や
歴史を後世
に引き継ぐ
ことを目的
に「田子町
の 文 化 財 」
を昭和59年
刊行の第一
集「神社仏
像編」から、

平成15年の第十一集「石碑編」までを
刊行してきました。その続編としてこ
の度、別巻「田子城物語」を刊行しま
した。公民館と図書館に配置しており
ますので、ぜひ一読ください。
　なお、希望者には１冊500円で販売
します。
　詳しいことは、田子町教育委員会ス
ポーツ・社会教育グループまで。

（中央公民館内 ☎20-7070）

　２月２日、タプコピアンプ
ラザで第36回田子町文化協
会芸能発表会が行われまし
た。これは、田子町文化協会

（矢守勇会長）の主催による
もので、年に１度の発表会を
楽しみに300名あまりが来場
しました。
　田子神楽保存会技芸部によ
る鶏舞がオープニングを飾
り、同文化協会に所属する全
12団体が約40演目を披露。
主催者あいさつでは、矢守会
長が「この発表会が始まって
から36年、さまざまなこと
がありました。これまで続け
てこられたのは、会員の方々
の努力や皆様のご支援のおか
げです」と述べました。
　また、例年よりも子どもた
ちの出演が多く、昨年も出演
した「民舞踊子すずめ会」を
はじめ、「やまぶき会」や「な
かよし芸能愛好会」など、か
わいらしい発表に来場者は頬
を緩めました。

子どもたちも元気に発表

なかよし芸能愛好会による「ヒップホップ」

民舞踊子すずめ会による「八戸小唄」

やまぶき会による「鬼剣舞」

●名前：庭野 貴幸 21歳
　　　　（にわの　たかゆき）

●出身地：八戸市
●お住まい：  八戸市
●お勤め先：
　八戸地域広域市町村圏事務
　組合消防本部　三戸消防署
　田子分署

田子町教育委員会からの
お知らせ


